










〈はじめに〉 

乳幼児健診には.行政のおこなう種々の健診をはじめとして,医療機関において実施する健

診,保育属等で行う健診等があり,それぞれに充実してきている. 

行政で行っている健診は.医師会等に委託して行っている健診を含めると,子どもの発育段

階に応じて「新生児訪問指導」「3・4ヵ月健診」「6・9ヵ月健診」「1歳 6ヵ月健診」「3歳

児健診」があり,それぞれに確立したものとなっている. 

しかし現在においては,3 歳児健診が終了すると就学時まで健診の機会はない.この点につ

いて 4歳または 5歳等の時点においても健診の機会を設けるべきではないかとの問題提起

がなされている.そこで健診の必要性について検討することとした. 

健診の必要性については,'受診者である乳幼児の保護者に対して行ったものは多く見られ

るが,今回われわれは保育園に勤務する。いわゆる保育者である園長,保母,看護婦に対して

アンケート調査を実施し,健診の実態を調査するとともに,その意見を取りまとめたので報

告する. 


